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Abstract
　Eight species of the porcellanid genus Petrolisthes, 
viz. P. boscii, P. coccineus, P. hastatus, P. haswelli, P. 
japonicus, P. pubescens, P. trilobatus and P. virgatus, 
are reported on the basis of specimens collected from 
the Satsuma Peninsula, Kagoshima Prefecture, 
southern Japan. This study extends the distributional 
ranges of P. hastatus, P. haswelli and P. trilobatus to 
the north, south of Kyushu Island.

はじめに
イソカニダマシ属 Petrolisthesは，カニダマシ

科 Porcellanidaeのなかで最多の種を含む属である
（Osawa and McLaughlin, 2010）．本属の種は温帯
域から熱帯域に分布し，おもに潮間帯の岩やサン
ゴの隙間，転石の下などに生息している．
島嶼域を除く鹿児島県本土から記録があるイ

ソカニダマシ属は，ショウジョウカニダマシ P. 

boscii (Audouin, 1826)，オオアカハラ P. coccineus 

(Owen, 1839)  [P. nipponensis Miyake, 1937として ]，
イソカニダマシ P. japonicus (De Haan, 1849)，P. 

lamarckii (Leach, 1821) [P. speciosus (Dana, 1852)と
して ]，P. melini Miyake and Nakasone, 1966，ケブ
カカニダマシP. pubescens Stimpson, 1858 [P. tomentosus 

(Dana, 1852) として ]およびナガウニカニダマシP. 

virgatus Paul’son, 1875 の 7 種であり（Stimpson, 

1858; Ortmann, 1892; Balss, 1913; Miyake 1937, 

1943; Osawa, 1998；大澤，2000），県本土の近隣
海域からはアジアアカハラ P. asiaticus (Leach, 

1820)［天草］とヨコジマアカハラ P. militaris 

(Heller, 1862)［天草，種子島］の記録もある（Yokoya, 

1933; Miyake et al., 1962；三宅ほか，1978）．なお，
P. meliniと P. extremus Kropp and Haig, 1994の 2種
間には，解決すべき分類学的課題が残されている
（Osawa and Chan, 2010）．
今回，鹿児島県の薩摩半島の南端（指宿市）で

採集されたイソカニダマシ属の標本を精査した結
果，国内の分布が琉球列島に限られていた 3種を
含む 8種が確認されたため，採集標本に基づきこ
こに報告する．

材料と方法
野外調査は，鹿児島県指宿市の魚見港と開聞

花瀬海岸の 2箇所で行った．各海岸における調査
環境は潮間帯上部から下部にかけてで，魚見港は
防波堤の周辺に積まれた捨石の転石帯，花瀬海岸
は玄武岩の岩礁帯と玉石（拳大から人頭大）が堆
積した転石帯である．両方の海岸で確認された種
であっても標本の採集は 1箇所に留めた．
本研究で使用した標本は，70%エタノールの

液浸標本として琉球大学博物館，風樹館（RUMF: 

Ryukyu University Museum, Fujukan）に収蔵され
ている．標本の大きさは甲長（cl：額角の中央先
端から甲の後縁中央までを計測）で表した．なお，
標本はすべて第一著者（前之園）によって採集さ
れたものであるため，採集者の情報は省略した．
本研究では，報告対象種との比較のために琉

球列島産の P. lamarckii (Leach, 1821)と P. shanyingi 

Fang, Dong, Yang and Li, 2024の標本を使用した．
現在，国内の文献では P. lamarckiiに対して「ヒ
ロバカニダマシ」という和名が使われているが，



264

Nature of Kagoshima Vol. 51 RESEARCH ARTICLES

この和名で呼ばれている種の正体（どの学名に対
応するのか）については，Fang et al. (2023, 2024)

の研究成果を踏まえた慎重な検討が必要である．

しかし，この検討は本研究の目的を超えるもので
あるため，本報告では「ヒロバカニダマシ」とい
う和名を使用していない．

Fig. 1. Petrolisthes species collected from the Satsuma Peninsula. A, Petrolisthes boscii (Audouin, 1826), RUMF-ZC-7834, female, cl 7.9 
mm; B, Petrolisthes coccineus (Owen, 1839), RUMF-ZC-7835, female, cl 9.0 mm; C, Petrolisthes hastatus Stimpson, 1858, RUMF-
ZC-7836, male, cl 8.4 mm; D, Petrolisthes haswelli Miers, 1884, RUMF-ZC-7838, male, cl 9.2 mm; E, Petrolisthes japonicus (De Haan, 
1849), RUMF-ZC-7843, male, cl 8.7 mm; F, Petrolisthes pubescens Stimpson, 1858, RUMF-ZC-7844, male, cl 8.1 mm; G, Petrolisthes 
trilobatus Osawa, 1996, RUMF-ZC-7845, male, cl 3.6 mm; H, Petrolisthes virgatus Paul’son, 1875, RUMF-ZC-7847, female, cl 4.4 mm. 
Entire animal, dorsal view.
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Petrolisthes boscii (Audouin, 1826)

ショウジョウカニダマシ（Fig. 1A）

検討標本　RUMF-ZC-7834，2雌（cl 7.9, 7.9 mm），
指宿市魚見港，2024年 12月 31日．
生息環境と確認状況　両海岸ともに潮間帯下

部の転石下で確認された．魚見港では多数の個体
を確認したが，花瀬海岸では 2個体のみであった．
分布　ペルシャ湾・紅海からフィジーにかけ

て広く分布する（Haig, 1992）．日本沿岸では相模
湾湾以南に分布するが（三宅，1978），小笠原諸
島や琉球列島からの記録はない．

Petrolisthes coccineus (Owen, 1839)

オオアカハラ（Fig. 1B）

検討標本　RUMF-ZC-7835，1雌（cl 9.0 mm），
指宿市魚見港，2024年 12月 31日．
生息環境と確認状況　両海岸ともに潮間帯下

部の転石下で少数個体が確認された．
分布　アフリカ東岸からハワイ諸島，ツアモ

ツ諸島にかけて広く分布し，日本沿岸では房総半
島以南（小笠原諸島・琉球列島含む）に分布する
（大澤，2022）．

Petrolisthes hastatus Stimpson, 1858

ミナミカニダマシ（Fig. 1C）

検討標本　RUMF-ZC-7836，1雄（cl 8.4 mm），1

雌（cl 10.0 mm），指宿市魚見港，2024年 12月 31日．
生息環境と確認状況　両海岸ともに潮間帯上

部の転石下で多くの個体が確認された．
分布　シンガポール・インドネシアからバヌ

アツまでの熱帯・亜熱帯域に分布する（Werding 

and Hiller, 2015）．日本国内での従来の分布の北限
記録はトカラ列島の宝島であったが（Miyake, 

1956），本報告によって鹿児島県指宿市まで更新
された．

Petrolisthes haswelli Miers, 1884

オオヒロバカニダマシ（Figs. 1D, 2A）

検討標本　RUMF-ZC-7837，2雄（cl 12.2, 13.3 

mm）， 指 宿 市 魚 見 港，2013 年 12 月 27 日；
RUMF-ZC-7838，1 雄（cl 9.2 mm），1 雌（cl 8.2 

mm），指宿市魚見港，2021年 12月 30日．
参考標本　RUMF-ZC-7839，1雄（cl 15.6 mm），

1雌（cl 14.3 mm），沖縄島浦添市伊奈武瀬，2010

年 3月 27日；RUMF-ZC-7840，3抱卵雌（cl 6.8, 8.8, 

10.5 mm），沖縄島八重瀬町ギーザバンタ，2009

年 8月 26日．
比較標本　Petrolisthes lamarckii (Leach, 1821): 

RUMF-ZC-7841，1 雄（cl 13.4 mm），1 雌（cl 8.9 

mm），沖縄島本部町崎本部，2023年 12月 27日；
RUMF-ZC-7842，3雄（cl 10.8, 12.7, 13.5 mm），伊
良部島長山港近く，2010年 7月 22日．
生息環境と確認状況　魚見港でのみ確認され

た．防波堤の下部が崩れてできた横穴の中および
穴の入口付近に限定して生息していた．
分布　浙江省以南の中国大陸沿岸，琉球列島，

台湾，モルッカ諸島，オーストラリア，ロイヤル
ティ諸島に分布する（Osawa and Chan, 2010; Fang 

et al., 2023）．日本沿岸における本種の記録は，標
本に基づくものは西表島のみであるが（Miers, 

1884；藤田，2005; Osawa, 2007），沖縄島，宮古
島および八重山諸島黒島でも生息が確認されてい
る［藤田，2005; Osawa and Maenosono, 2011（備
考参照）］．本報告は本種の鹿児島県および九州初
記録であり，分布の北限記録は浙江省温州市霞関
鎮から指宿市まで更新された．
備考　Osawa and Maenosono (2011)は，アオヘ

リカニダマシ P. cyanochir Osawa and Maenosono, 

2011の採集地（沖縄島と伊良部島）で本種が確
認されたことを報告したが，どちらの島で混棲し
ていたのか具体的に示していない．これら 2種が
混棲していたのは沖縄島であり，参考標本の
RUMF-ZC-7839はその時の採集標本である．
本種と P. lamarckiiは，甲，鉗脚および歩脚の

形状，ならびにそれらの部位が有する歯や棘の数
と配置が共通しており，体サイズや体色も似てい
る．生時または新鮮な標本であれば，鉗部の背面，
前縁に沿って並ぶオレンジ色の点状斑の有無［本
種：無し（Fig. 1D），P. lamarckii：有り（Fig. 2C）］
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によってこれら 2種は容易に識別できる．一方，
退色した標本では，P. lamarckii（Fig. 2B）よりも
本種（Fig. 2A）の方が甲や鉗脚の背面が毛深い
ことによって識別できるが，比較標本がない場合，
この判断は非常に難しい．

Petrolisthes japonicus (De Haan, 1849)

イソカニダマシ（Fig. 1E）

検討標本　RUMF-ZC-7843，1雄（cl 8.7 mm），
1雌（cl 7.2 mm），指宿市魚見港，2024年 12月 31日．
生息環境と確認状況　両海岸ともに潮間帯上

部の転石下で多くの個体が確認された．
分布　日本，台湾，韓国および中国沿岸（浙

江省から広西チワン族自治区）に分布し，日本沿
岸では青森県西岸および房総半島以南（小笠原諸
島・琉球列島含む）に分布する（大澤，2022）．

Petrolisthes pubescens Stimpson, 1858

ケブカカニダマシ（Fig. 1F）

検討標本　RUMF-ZC-7844，1雄（cl 8.1 mm），
指宿市魚見港，2024年 12月 31日．
生息環境と確認状況　両海岸ともに潮間帯下

部の転石下で多くの個体が確認された．
分布　モーリシャスからマルキーズ諸島まで

広く分布する（Osawa and Chan, 2010）．日本沿岸
では房総半島以南，伊豆諸島八丈島や琉球列島ま
で分布し（大澤，2000；加藤・奥野，2001），小
笠原諸島からは今島（1970）の海産生物リスト中
に “ケブカカニダマシ P. tomentosus (Dana)”と記
されているが，当時は本種（P. pubescens）とフ
サゲカニダマシ P. tomentosusの分類が混乱してい
たため，今島（1970）の種がどちらであるのか不
明である．なお，本稿の第二著者（大澤）は小笠
原諸島父島に本種が生息していることを確認して
いる（未公表データ）．

Petrolisthes trilobatus Osawa, 1996

アラナミヒロバカニダマシ（新称）（Figs. 1G, 2D）

Fig. 2. Petrolisthes species collected from the Satsuma Peninsula (A, D) and Okinawa Island (B, C, E). A, Petrolisthes haswelli Miers, 
1884, RUMF-ZC-7838, male, cl 9.2 mm; B, C, Petrolisthes lamarckii (Leach, 1821), RUMF-ZC-7841, male, cl 13.4 mm; D, Petrolisthes 
trilobatus Osawa, 1996, RUMF-ZC-7845, male, cl 3.6 mm; E, Petrolisthes shanyingi Fang, Dong, Yang and Li, 2024, RUMF-ZC-7846, 
male, cl 7.5 mm. A, B, anterior part of carapace, dorsal view; C, entire animal, dorsal view; D, E, left second pereopod, merus and carpus, 
lateral view (ridges and setae not illustrated). Scale: D = 2.5 mm; E = 5 mm.
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検討標本　RUMF-ZC-7845，1雄（cl 3.6 mm），
指宿市開聞花瀬海岸，2025年 1月 1日．
比較標本　Petrolisthes shanyingi Fang, Dong, 

Yang and Li, 2024: RUMF-ZC-7846, 2 雄（cl 6.7, 

7.5 mm），沖縄島本部町崎本部，2023年 12月
27日．
生息環境と確認状況　花瀬海岸で 1個体のみ

確認された．波が直接当たる岩礁帯の外縁，潮間
帯下部の岩盤の隙間に生息していた．
分布　沖縄島以南の琉球列島，中国沿岸（広

西チワン族自治区，海南島），タイ，インドネシ
アおよびニューカレドニアに分布する（Osawa, 

1996; Yang and Sun, 2005）．本報告は本種の鹿児
島県および九州初記録であり，分布の北限記録は
沖縄島から指宿市まで更新された．
備考　本種は体サイズや体色などがP. shanyingi

に似ているが，第 1–3歩脚（第 2–4胸脚）の棘の
有無によって容易に識別できる．本種は第 1–3歩
脚の長節の前縁および第 1歩脚の腕節の上縁末端
にそれぞれ 1本の棘を持つのに対して（Fig. 2D; 

Osawa, 1996: fig. 3A–C）（ただし，ごく稀に長節
前縁の棘を欠く場合もある），P. shanyingiではこ
れらの部位に棘を持たない（Fig. 2E; Fang et al., 

2023: fig. 9C–E）．また，筆者らの採集経験では，
本種は第 1–3歩脚の長節の背側面，末端付近に淡
色の横帯（または斑紋）を持つ個体が多いが（Fig. 

1G），P. shanyingiではこの淡色斑を欠く個体が多
い（Fang et al., 2023: fig. 7F）．
三宅（1982: pl. 51, fig. 2）において “ヒロバカ

ニダマシP. lamarckii”とされている写真の個体は，
本種であると推察されている（Osawa, 1996）．
和名　本種はサンゴ礁海岸の礁縁付近に生息

し て い る こ と が 多 く（Osawa, 1996； 大 澤，
2008），本研究の検討標本も波が直接当たる岩礁
帯の外縁で採集された．この生息環境の特徴に
ちなみ，本種の和名に「アラナミヒロバカニダ
マシ」を提唱する．なお，和名の基準となる標
本には，国立科学博物館に収蔵されている本種
のホロタイプ（NSMT-Cr 11711，雄，cl 6.5 mm）
を指定する．

Petrolisthes virgatus Paul’son, 1875

ナガウニカニダマシ（Fig. 1H）
検討標本　RUMF-ZC-7847，1雌（cl 4.4 mm），

指宿市開聞花瀬海岸，2025年 1月 1日．
生息環境と確認状況　花瀬海岸で 1個体のみ

確認された．潮間帯下部の転石を起こした際にム
ラ サ キ ウ ニ Heliocidaris crassispina (A. Agassiz, 

1864) とともに確認された．
分布　アフリカ東岸から日本にかけて広く分

布し（Ebrahimnezhad and Naderloo, 2016），日本沿
岸では房総半島以南（小笠原諸島・琉球列島含む）
に分布する（大澤，2000）．
備 考　Nakasone and Miyake (1972) は，Ooishi 

(1970: pl. 12, fig. 3)が “P. virgatus”として掲載した
写真の個体はオオアカハラであると判断した．し
かしながら，当該個体の甲や胸脚の斑紋パターン
から判断すると，この個体は P. carinipes (Heller, 

1861)である可能性が高い［P. carinipesの体色は
Osawa and Chan (2010: figs. 89, 90)参照］．
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